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＜連絡事項＞

· 食事実費に伴い、金銭受取時のおつり発生に備えて通所に小銭を準備しておく事を確認中。

· 食事提供方法として、食券の導入を検討しており、現在見本を作成。使用許可を確認していく。

· 長期欠席により食事実費の案内を行えていない利用者様もいる為、ご家族宛てに案内を送付していく。

· 明日からコメディカルグループのローテーション開始。

＜利用者様情報＞

我満　奈津紀様～本日行事参加の為来所しており、最近体重が増えてきたと訴えあり。減量の為に

エアロビクス（月・水）に参加したいと希望あり。娘様も同伴して来所していた為、娘様へもお母様の希望を伝え、小学校への登校を行えるように声掛けを行っている。本人からスタッフへ内服変更となり、夕食後薬と就床前薬のみになったと報告されている。

大久保　恒夫様～昨日20：10本人から連絡あり。収縮期血圧が150mmHgだが後頸部痛がありどのように対処したらよいか確認あり。電話にて呂律不良があり、電話直前まで寝ていたとの事。夕食後薬・就床前薬共に服用し、眠気が強いとの事でそのまま就床し後頸部痛がひどいようであれば湿布使用するよう伝えている。

本日、本人から別件で再度連絡あり。体調確認すると今朝には体調は改善していたとの事。

村上　元道　様～定時来所しているが、夕食後薬を持参忘れており、帰宅後に服用するとのこと。

うみねこ幸房での自身の評価や、今後の支援方針について不安があると話しており、「幸房の評価が下がったのに、自分は本当に働く事ができるのか不安だ。」と訴えている。評価が下がった原因について説明は受けていると話しているが、他者の仕事振りと比較すると評価に対して納得出来ない部分も抱えていると話している。本人へは、他者と比較して評価しているわけではなく、本人の能力や態度、利用年数なども考慮して評価されることを説明している。

＜外来情報＞

種本　サハ様～頑張ってやっている。

東山　昇　様～外泊中の東海林様と待ち合わせして、日曜日に朝市や舘鼻の花見に行き楽しんできたと報告。

田中　宏明様～脂っこい物を食べて気持ちが悪いと訴え、マックターゼSが処方となっている。ドリームアート埼玉から広告のＣＧを頼まれたと報告される。

青木　紀子様～調子が悪いとの事で早目に受診。死にたいと考えてしまうが幻聴は無いとの事。自殺をしないと約束することは出来る為、入院したくないと話す。お兄様が同行受診しており、お兄様から見て切迫した様子はないと話されている。自殺しないか考えてみて必要なら入院することを説明し、内服調整している。内服調整により死にたいという気持ちが治まらなければ入院する事、収まった場合には青山荘にて訓練を行っていくことを説明。今後は1週間毎の外来受診としている。
















